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１． はじめに 

コウヨウザンは早生樹の一樹種として、短伐期林業への利用が期待される中

国原産の針葉樹であり、伐株からの萌芽更新が可能な特徴を持っています。 

 広島県では平成２８年度から造林事業によりコウヨウザンの植林が開始され

ており、広島県内では年平均 10ha、令和５年度の段階で合計約８０ha の造

林が行われています（林業課資料）。 

 一方、本県に適した施業方法等については未だ不明な点も多く、県内から選

抜した系統ごとの成長量や材質、早期収穫のための詳細な育成方法について

は、十分に解明・確立されていません。 

 このため、林業技術センターでは、広島県立総合技術研究所の課題解決研究

として令和４年度から６年度までの３カ年で「「早生樹コウヨウザンの高品質

化」と「省力化造林プロセス」の確立による持続的な林業経営の確立－森林資

源経営サイクルの構築によるカーボンニュートラルへの貢献－」を実施しまし

た。この研究では、次の３つの課題に取り組みました。 

①早生樹コウヨウザンの高品質化（高強度の系統選抜と公益的機能の見える

化） 

②早生樹コウヨウザン造林技術の確立（コウヨウザンの育成管理方法の確立） 

③機械化造林プロセスの確立（地形計測解析・林業機械の効率的な運用技術の

確立） 

 本書は①、②の成果に過去の研究成果も加えて育林技術を紹介する冊子とし

て取りまとめたものです。 

 本書の一部には「西南日本に適した木材強度の高い新たな造林用樹種・系統

の剪定及び改良指針の策定」（農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業、

平成 27～29 年度）、「木材強度と成長性に優れた早生樹コウヨウザンの優良

種苗生産技術の開発」（イノベーション創出強化推進事業、平成 30～令和 2

年度）、「成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発」（戦略的プロジェク

ト研究推進事業、平成 30～令和４年度）の成果を含みます。 
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２． コウヨウザンの特徴（公益的機能） 

① 炭酸ガス吸収能力   

コウヨウザンには様々な公益的機能がありますが、最初に挙げられるのが炭

酸ガスの吸収能力です。表-１、２に示すようにコウヨウザンはスギ・ヒノキ

と比較して成長が早く、炭酸ガスの吸収能力も高くなっています。 

J クレジット制度・方法論「FO-001(Ver.6.0) 森林経営活動」の計算式

（CO2 固定量＝材積密度×拡大係数×（１＋地上下比）×容積密度×炭素量×

CO2：C 比）を基に試算した結果、CO2 固定量（tCO2）は地位上においてス

ギの約 1.4 倍、ヒノキの約 1.5 倍、地位中においてスギの約 1.1 倍、ヒノキ

の約 1.2 倍となり、高い炭酸ガス吸収能力が発揮されると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：表-１，２の CO2 固定量の試算において、コウヨウザンの拡大係数はス

ギの値（1.23）、材積密度は植栽密度 2000 本/ha の際の推定量を利用し

ました。スギ・ヒノキの材積密度は林業技術センター研究報告 43 号の植栽

密度 3000 本/ha の際の推定量を参考としました。表-１の地位上は同研究

報告別表１に記載の主副林木の幹材積合計（１等地）を、表-２の地位中は

別表２に記載の主副林木の幹材積合計（２等地）をそれぞれ利用しました。 
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表-１ 炭酸ガス固定量の試算結果（地位上） 

表-２ 炭酸ガス固定量の試算結果（地位中） 

10年時 20年時 30年時

コウヨウザン 152 508 870

スギ 163 480 637

ヒノキ 89 410 585

CO₂固定量(tCO₂)
地位上

10年時 20年時 30年時

コウヨウザン 72 280 500

スギ 73 357 472

ヒノキ 44 304 435

CO₂固定量(tCO₂)
地位中



 

②表土保全能力 

コウヨウザンは落葉がスギの落葉と同じく分解が遅いことから林床に堆

積することが確認されています(写真-1)。そのため表土保全能力を評価す

るため、広島県庄原市にある樹齢 50 年を超えるコウヨウザン林（無処理

区）と、その比較のため、コウヨウザンの落葉落枝を除去したプロット

と、コウヨウザン林と隣接するヒノキ林、そして安芸太田町加計にあるコ

ウヨウザン林の新規植栽地にて表土移動量調査を行いました。表土移動量

は流入口の幅が 25cm の簡易土砂受け箱（写真-2）を写真-３に示すよう

に設置して測定しました。測定した移動物質を物質移動量とし（単位：

g）、物質移動量を期間雨量(単位：mm)で除した物質移動レートという指

標を用いて比較しました。 

 

 

写真 1 コウヨウザンの落葉が堆積している様子 
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写真 2 土砂受け箱 

 

表土移動量を測定した結果を図-1 に示します。 

今回、コウヨウザンの落葉落枝の表土保全効果を検証するため試験的に

コウヨウザンの落葉落枝を除去したプロットを作って表土移動調査を行い

ました。落葉落枝を除去した区の物質移動レートは、無処理区の 7.2 倍程

度となり、コウヨウザンの落葉落枝がない場合大幅に物質移動レートが増

えることが確認されました。また、コウヨウザン林と隣接するヒノキ林の

うち下層植生の被覆率が高いプロットでもコウヨウザンの物質移動レート

と比較すると、2.2 倍程度の値となりました。 

コウヨウザンの新規植栽地では調査開始 1 年目の結果であるためまだコ

ウヨウザンの落葉がなかったことから、庄原コウヨウザンと比較して 2.1

倍程度、ヒノキ林と比較すると同程度の物質移動レートとなりました。 

以上の結果から、コウヨウザン林の無処理区の物質移動レートが調査し

た中で最も低く、コウヨウザンの落葉落枝のよる表土保全効果を確認する

ことができました。 
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図-1 プロットの平均傾斜と物質移動レートの関係 

 

  

写真-３ 土砂受け箱設置状況 

   土砂受け箱設置状況（無処理区）   土砂受け箱設置状況（除去区） 
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３． コウヨウザン施業体系 

 

 

①コウヨウザンの適地 

コウヨウザンの生育適地について、図-２に示すように 10ｍメッシュの航

空レーザーデータから斜面位置指数（TPI: Topographic Position Index）

を作成し、（国研）森林総研林木育種センターが作成したコウヨウザンの収穫

表の地位等級区分に従って塗り分けた後、ヒノキ地位指数地帯区分により補

正した「コウヨウザン地位等級区分図」を作成しています。 

この図では地位の３区分に加え、寒さの指数（CI, Coldness Index）が 

-15 度未満の寒冷地で幹折れ等の雪害リスクのある地帯、成長不良リスクの

ある未熟土壌の地帯を図示しています。コウヨウザンは暖温帯性の樹木であ

るため、標高の高い寒冷地帯では成長が地位指数マップの予測よりも劣るリ

スク、瀬戸内沿岸部では地形条件が良くても、未熟土壌地帯である場合は成

長が地位指数マップの予測よりも劣るリスクがあるため注意が必要です。  
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図-２ コウヨウザン地位等級区分図 



 

② 育林技術体系図 

コウヨウザン密度管理図（試案）を基に地位別の育林技術体系図を作成

しています。今後、密度管理図はセンター研究報告により発表する予定で

す。 

 

 

図-３のコウヨウザン育林施業体系図には、地位上（40 年生時に樹高 28

ｍ）において、管理 Ry=0.8 に設定した場合の植栽密度 1500 本/ha、2000

本/ha、2500 本/ha の本数密度変化（青色、赤色、緑色）、樹高成長（茶

色）を図示しています。地位上においては、30 年生時の樹高は約 23ｍまで

成長すると考えられます。また、材の性質は植栽密度により異なり、2500 本

/ha では早期に樹冠が閉鎖し下枝が枯れるため節の少ない材、反対に 1500

本/ha では枝が張りやすく節の多い材になる可能性が考えられます。 

ただし、下刈りを省略した場合には広葉樹などとの競合が発生するため、植

栽密度とは異なる立木密度となる可能性があります。このため、利用目的に応

じた植栽密度と現地の状況に応じた保育施業の選択が重要です。 

・植栽密度 1500 本/ha（緑色） 

 間伐回数：1 回（25 年生時） 

30 年生時：本数密度 897 本/ha、総収穫材積 1,012㎥/ha、平均胸高直

径 33.7cm 
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図-３ コウヨウザン育林施業体系図（地位上） 



 

・植栽密度 2000 本/ha（赤色） 

 間伐回数：1 回（19 年生時） 

30 年生時：本数密度 1,145 本/ha、総収穫材積 1,053㎥/ha、平均胸高

直径 30.7cm 

 

・植栽密度 2500 本/ha（青色） 

 間伐回数：2 回（16、26 年生時） 

30 年生時：本数密度 977 本/ha、総収穫材積 1,086㎥/ha、平均胸高直

径 32.6cm 

  

獣

害

防

除 

事

例 

は 

じ 

め 

に 

特 

徴 

施

業

体

系 

８ 



 

 

 

図-４のコウヨウザン育林施業体系図には、地位中（40 年生時に樹高 20

ｍ）において、管理 Ry=0.8 に設定した場合の植栽密度 1500 本/ha、2000

本/ha、2500 本/ha の本数密度変化（青色、赤色、緑色）、樹高成長（茶

色）を図示しています。地位中においては、30 年生時の樹高は約 16ｍまで

成長すると考えられます。また、材の性質と植栽密度の関係は地位上に同様と

考えられます。 

・植栽密度 1500 本/ha（緑色） 

 間伐回数：0 回 

30 年生時：本数密度 1370 本/ha、総収穫材積 555㎥/ha、平均胸高直

径 24.3cm 

・植栽密度 2000 本/ha（赤色） 

 間伐回数：0 回 

30 年生時：本数密度 1,750 本/ha、総収穫材積 605㎥/ha、平均胸高直

径 22.2cm 

・植栽密度 2500 本/ha（青色） 

 間伐回数：1 回（24 年生時） 

30 年生時：本数密度 1,491 本/ha、総収穫材積 637㎥/ha、平均胸高直

径 23.6cm 
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図-４ コウヨウザン育林施業体系図（地位中） 



 

③林分材積表 

コウヨウザンの地位別総収穫材積について、管理 Ry=0.8 の場合の総収穫材

積を地位別にまとめたものを表-３、４に示します。 

コウヨウザンは成長が早いため、地位上・中ともに植栽密度による総収穫材

積の差は小さいと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考値：コウヨウザン材の気乾比重は 0.35g/cm３程度 

  

1500（本/ha） 2000（本/ha） 2500（本/ha）

5 32 37 43

10 147 184 203

15 345 388 419

20 568 615 642

25 791 837 874

30 1012 1053 1086

地位上における総収穫材積（ｍ³）

林齢
植栽密度

1500（本/ha） 2000（本/ha） 2500（本/ha）

5 13 17 20

10 70 87 100

15 169 199 219

20 294 339 364

25 428 475 504

30 555 605 637

地位中における総収穫材積（ｍ³）

林齢
植栽密度
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表-３ コウヨウザンの地位別総収穫材積（地位上） 

表-４ コウヨウザンの地位別総収穫材積（地位中） 



 

４．獣害防除  

・コウヨウザンに発生する獣害 

コウヨウザンの獣害では、主にノウサギ害とシカ害が発生し、主軸への被害

が発生した場合には成長が大きく阻害されてしまいます。 

ノウサギの被害が始まる次期には特徴があり、植栽直後、下刈り後、下草の

冬枯れ時期等、苗木が見えやすくなる時期から被害が始まることが多いようで

す。一度被害が発生すると通年で被害が継続します。 

シカは頭数が少ないと他の餌が多い夏から秋の被害は比較的少ないようです

が、頭数が多いと一年中被害が発生します。県内のシカは増加傾向にあるた

め、可能であれば初めからシカ用の単木保護資材を用いたほうが無難と考えら

れます。 

 

・単木保護による防除 

最も有効な防除手段は図-５に示すように単木保護資材により苗木を覆うこ

とですが、資材の大きさが重要になります。ノウサギ害防除については、ノウ

サギが食害可能な高さが 90 ㎝程度とされており、必要な資材高は 100 ㎝以

上を基本とします。さらに、積雪のある造林地ではノウサギが雪上で行動する

ため、積雪の高さ分を加算した資材を選択することが重要です。また、資材の

素材については、積雪が多い傾斜地や、風が強い造林地では、耐久性の高いプ

ラスチック製シェルターやポリエチレン性ネット等を推奨します。 

シカ害の防除については、スギ・ヒノキと同様の防除を行うことが基本であ

り、シカ害防除用の単木保護資材であれば、資材高と耐久性の面でノウサギ害

防除にも十分な資材になります。 

・忌避剤による防除 

忌避剤については、農薬の使用方法を厳守し、使用回数を守る必要がありま

す。苗木の成長や忌避成分の流亡に伴い、忌避効果がなくなる時期が発生する

ため、散布後 3 か月程度の予防的な防除用と考えると良いでしょう。 

また、少積雪地では 100cm 程度の単木保護資材と併用し、忌避剤を資材高

を超えた頂芽に積雪前に散布することで、積雪時の短期的な獣害予防に活用で
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きる可能性もあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポリエチレン製ネットによる防除事例 

写真-４に 2022 年 7 月にコウヨウザンコンテナ苗を植栽した試験地の一部

を紹介します。生長の良い系統の苗には植栽後 3 夏経過で約 2ｍ程度となって

いる個体もあり、梢が資材の上にでていました。 

写真-５に示すように梢が袋上部に出ていた個体の袋を外すと、袋の中では

枝が幹に巻き付くように伸びあがっていましたが、主軸は通直のようでした。 

写真-６は保護資材の袋に蔓性植物が這い上がり、袋の上端を折り曲げてい

たものから梢端部を引き出した状態の写真です。袋の口が狭くなると梢が出れ

なくなることもあるようでした。このような場合、主軸の巻いた部分を切除す

ると新たな頂芽が発生して樹形が回復すると考えられます。 
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図-５ 造林地条件別の単木保護資材の使い分け 



 

 

写真-４ 180cm の保護資材を設置した試験区の状況（2024 年 9 月） 
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写真-５ 梢が巻いた事例（2024 年 12 月）（2024 年 10 月） 
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写真-６ 試験的に資材を取り外した内部の葉の状態（2024 年 9 月） 



 

５. 事例 

① コウヨウザンの初期成長  

ここでは、2018 年（平成 30 年）4 月に林業技術センター高平施設内

の旧栗園に植栽したコウヨウザン試験林における植栽後 7 成長期の成長記

録を、初期成長の事例として紹介します。 

この試験林は旧安芸津町内で中国産輸入種子から育苗された 1 年生実生

裸苗をサイズ分けして植栽したもので、試験林の概略は表―1 に示すとお

りです。 

全面下刈りは植栽年の８月に１回のみですが、この時に誤伐を受けた小

さな苗については翌年につぼ刈を行っています。 

 

 

植栽図は次の図-７の通りです。塗りつぶしの丸は 2024 年 12 月時点

で計測した個体で、白抜きの丸は枯損又は不明な個体です。斜面下部の矢

印は 2023 年 1 月の雪で倒伏したがまだ生きている個体です。試験地東

側にはワラビが多く、誤伐とその後の被圧による枯損が多くなっており、

キリの進入も見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽地 林業技術センター三次市高平試験地
植栽日 H30(2018)年4月20日
苗木 コウヨウザン実生１年生裸苗（中国産種子）

植栽本数・植栽密度 104本　，　2500本/ha　
植栽地の概況 南向斜面上部，弱乾性褐色森林土（クロボク混じり）
忌避剤，散布日 コニファー水和剤，1回目：H30年5月，2回目：H31年1月

全面下刈り：H30年8月17日
つぼ刈：H30年6月21日（全木），R元年8月2日（50㎝以下）
蔓切り：R元年8月，9月，R2年12月、R4年8月

保育管理

凡例：

N
斜
面
上
部

斜
面
中
部

　植栽木配置図(2018年4月植栽）
2024年12月23日時点の生存状況

生存
（計測木）

枯損
雪害で倒伏
(非測定)

キリ（樹高
約10m）

（20-25㎝）（20-25㎝）（35-40㎝） （25-30㎝）（25-30㎝）（30-35㎝） （30-35㎝）（35-40㎝）

ワラビによる被圧＋

初年度下刈り時の誤

伐多発2023年1月に雪害で倒伏

図―７ 試験地植栽図 
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表-５ 試験の概要 



 

次に 2024 年 12 月に撮影した試験林の空撮写真を写真－７、８に示し

ます。写真－７は南側から、写真－８は北側から撮影したものです。２年

前から樹冠閉鎖が見られており、個々の個体を見るとサイズのバラツキが

徐々に広がってきているようにも見えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-７ 南側上空から撮影した試験林の写真 

写真-８ 北側上空から撮影した試験林の写真 
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次に、サイズ別に植栽した苗の平均樹高の変化を図－８に示します。樹

高は順調に伸び続け、７成長期経過の 2024 年 12 月には平均樹高が

750cm～863cm まで成長していました。ノウサギ等の食害を受けなけ

れば順調な成長が見込めるようです。20-25cm サイズの苗にバラツキが

大きな理由としては、初期の誤伐や下刈り省略に伴う雑草木の被圧を受け

た個体が多い為と考えられました。 

なお、2022 年までは測高棹を使って実測したデータですが、2024 年

はドローン空中写真測量で計測した樹高を、林縁木を測高棹で実測した樹

高で補正した推定値を用いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-８ 平均樹高の変化（エラーバーは標準偏差、異なるアルファベット間に５％水

準で有意差あり） 

図-９ 樹高箱ひげ図 
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図-９の箱ひげ図で 2024 年 12 月調査時の樹高データを少し詳しく紹

介します。 

35-40cm 区では最大値が約 10.5ｍ、中央値が約 8.6ｍ、最小値が約

5.9ｍとなっており、30-35cm 区では最大値が約 9.6ｍ、中央値が約

8.5ｍ、最小値が約 6.1ｍとなっていました。 

 

図-１０には成長期別の平均伸長量の変化を示します。植栽年の成長を第

１成長期のように表し、計測間隔が２年となった 2022 年から 2024 年

までの成長は第６+７成長期としました。なお、平均伸長量の算出には誤伐

を受けた個体などは除外しましたが、第 5 成長期以降の雪害やクズによる

梢端部折損個体は含めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 成長期を除けば、バラツキが大きいものの大まかには植栽時のサイ

ズに係わらず成長期毎の伸長量は同程度でした。別の見方をすると小さい

サイズほど伸長割合は大きいようでした。 

 

図-１０ 成長期別平均伸長量の変化（エラーバーは標準偏差、異なるアルファベ

ット間に５％水準で有意差あり） 
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図-11 にサイズ別に植栽した苗の生存率の変化を示します。計測期間中

の生存率の上昇は、調査時に枯損判定していたが翌春に萌芽再生した個体

があった影響です。また、雪害で倒伏した個体は生きていても枯損に含め

ました。このこともあり、2024 年 12 月の生存率は 70～86％に低下し

ました。 

各サイズ別の枯損原因としては、20－25cm 区と 25－30cm 区は初

期の誤伐と雑草木の被圧による枯損が多く、30－35cm 区と 35－40cm

区では成長の劣る個体の被圧や斜面下部の個体での樹冠着雪による倒伏が

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほかに成長を妨げるものとしては、クズ、着雪等による梢の折損が

若干見られています。写真-９に示すようにクズが這い上がって梢端を抑え

ると伸長成長に大きな影響が出るためクズ切りは重要な保育作業ですが、

写真-１０に示すようにコウヨウザンの梢は非常に細長くなっており、樹幹

に這い上がった蔓を取り除こうと蔓を強く引っ張るとコウヨウザンの梢が

折れるので、無理に蔓を取り除こうとせず、蔓切に止めると良いでしょ

う。 

 

 

図―１１ 生存率の変化 
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写真-９ クズで梢が覆われた個体と、クズ切り時に梢端が折れて複数立した個体 

写真-１０ 細長く伸びた梢 
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写真-１１に 2024 年

12 月調査時の林内の様

子を紹介します。５成長

期経過の 2022 年から

樹冠の閉鎖が始まり、

2024 年時点では地上

約１ｍ前後まで下枝の枯

れ上りが進み、林床のサ

サも枯れが進んでいまし

た。 

林床の裸地化を懸念さ

れる方もおられるでしょ

うが、コウヨウザンは枝

単位で落葉して、枝葉が

地表に積み重なる特性が

あります。このため、今

後はコウヨウザンの落枝

が林内の地表を覆って土

壌を保全することが見込

まれます。 

 

 

（まとめ） 

・７成長期経過の 2024 年 12 月には平均樹高が 750cm～863cm まで

成長。 

・平均伸長量は苗木サイズに係わらずほぼ同様。 

・苗高 20～30 の小型苗に誤伐が多かった。 

・５成長期から樹冠閉鎖が始まり、７成長期後では林内の枝葉が 1ｍ程度

枯れ上がっていた。 

 

写真-１１ 下枝の枯れ上り状況（2024 年 12 月） 
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②庄原コウヨウザン林（写真-１２） 

【コウヨウザン林の概要】 

・広島県庄原市川北町に日本有数の面積・本数のコウヨウザン林分（約 61

年生）があり、この林分を対象としてこれまで様々な調査・研究を行って

きました。本項ではこの概要を紹介します。 

・この林分は広島県北部に位置する庄原市市街地の北部にあります（北緯

34.9022、東経 133.0125）。地形的には平地に隣接する丘陵地の標高

320～370ｍの南東向き斜面に位置しています。 

・近傍の庄原市のアメダスデータ（気象庁 HP）によると年平均気温は

13.4℃（2015～2024 の日平均気温の 10 年間平均値）、年降水量は

1618.8 ㎜（2015～2024 の 10 年間平均値）でした。 

・主要な林分（以下主林分）は斜面の中部から下部の谷部まで幅約 50ｍ、

長さ約 180ｍの緩やかな谷地形に沿った部分と、これに接した平坦な谷部

にあり、林内には管理用の作業道が３カ所で横断しています。この地域の

地質は流紋岩質岩石ですが、土壌は概ね適潤で、谷地形部分には火山灰由

来の黒ボク土壌が厚く堆積しています。一部の尾根地形の部分ではやや乾

性（偏乾亜型）の褐色森林土が出現するなど、土壌型には変化がありま

す。 

・主林分の面積は 0.68ha で、2015 年時点の成立本数は 818 本でした
１）。伐採後の切株からは萌芽が発生しましたが、暗い場所では数年で消滅

しました。また、2023 年に近傍に副林分が発見されており、面積

0.20ha に約 300 本が列状に植栽されていました。この副林分は緩やか

な尾根地形にあるため土壌がやや乾性で、樹高成長がやや抑えられていま

した。 

 

【主林分の立木の状態】 

・主林分の樹高、直径の毎木調査については、2015 年に直径巻尺とレーザ

ー測高器を使用して行われた林木育種センターの計測１）と 2017 年に三

次元レーザースキャナ FARO（以下 TLS）を使用して行った林技センタ

ーの計測があります。TLS 計測区域と立木位置を図-1 に示します。 

・図-１２に示すように主林分は林内を横断する作業道により便宜上４区分さ

れました。TLS 計測データから算出した各区域内のコウヨウザンの樹高と

胸高直径の平均値を表-６に示します。上部の 4 区から斜面下部の 1 区に

向かって平均樹高が高くなっていました。ちなみに林分内で最も樹高が高

い個体は主林分の TLS 計測区域外の谷部の作業路付近にある樹高約 42ｍ

の個体でした。 

・なお、副林分と学校横は 2023 年に調査を実施し、樹高、胸高直径、

DNA 分析用サンプルを採取しており、この部分を含めた系統別の解析が

今後の課題です。 
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【コウヨウザン林の成り立ち】 

・所有者の八谷氏への聞き取りにより、本林分は昭和 30 年代に台湾から原

種となる種子が導入されて植栽に使われたことが分かっています。また、

伐採木の調査から推定された平成 29 年（2017 年）時点の林齢は 54 年

生でした。 

・林木育種センターによる遺伝子調査２）により、主林分は 93 系統のクロー

ン個体により構成されていることが明らかになっています。このことか

ら、原種種子の苗木から更に挿し木苗を育成し、それを植栽した林分であ

ると推察されます。 

・主林分の立木間隔を見ると、約２ｍ弱で生育している場所が散見されま

す。このことから当初は約 3000 本/ha 程度で植栽が行われたと推察さ

れ、その後成長に伴い個体差が生じて被圧された個体が枯死し、現在の立

木密度になったと考えられます。 

・主林分は林縁部の立木の直径が大きく、外側の枝の太さが大きい一方で、

林分内側に向いた面では枝が細くなっています。林分内側ではスギと同様

に自然落枝が進み、枝下高が 15ｍ程度の個体もあります。 

・主林分では地上から約 16～18ｍ程度の位置での幹折れ個体が散見されま

す。樹幹解析を行った結果、平成３年に西日本に大きな被害を出した台風

19 号の被害ではないかと推察されています。 

・主林分の平坦地の一部では平成 20 年に 10 本程度のコウヨウザンをまと

めて伐採し建築材等に利用しています。その切株から萌芽が成育し、令和

７年時点で樹高 13ｍ、直径 25 ㎝に達しています（写真-１３）。 

 

【種子採種の試み】 

・2019 年から 2021 年に競争的資金研究で種子を採集するため、主林分

内にシードトラップを設置しました（写真-１４）。この方法により、11

月から 2 月にかけて、約１から 2 ㎏の種子が採種できました。現在コウヨ

ウザン採種園は育成中で、十分な種子が採取できるまでまだ数年は必要と

なりますが、シードトラップ法により種子生産の補完が可能となると考え

ています。 

・また、2024 年に材質調査用に伐採した立木から球果を採取しました。こ

の球果から種子を採取し発芽調査等を行った結果を表-７に示します。11

月下旬の伐採では球果が開裂して種子がこぼれ落ちているものもあり、成

熟した種子を落とさず採取するには 10 月下旬から 11 月上旬に伐採し

て、伐採後速やかに球果を採取することが必要と考えられました。 
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図-１２ 庄原コウヨウザン林立木位置図 

（緑色点がコウヨウザン、赤色は伐株、黒色実線内が TLS 成長計測区域） 

主林分 

天満ヶ丸神社前 

学校横 

副林分 
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表-６ コウヨウザン主林分の区域毎の立木 TSL 計測結果 

 
 

表-７ 伐採木からの球果、種子採種、発芽率調査結果（2024 年） 

 
 

 

  

樹高（ｍ） 胸高直径(cm) 樹高（ｍ） 胸高直径(cm) 樹高（ｍ） 胸高直径(cm) 樹高（ｍ） 胸高直径(cm)

平均 29.7 34.7 24.9 29.1 22.8 26.5 17.7 23.5

標準偏差 3.0 10.5 4.0 12.3 4.6 13.4 4.5 11.1

最大 35.8 57.0 34.6 64.1 35.0 62.4 32.4 60.6

最小 22.6 11.6 9.0 6.5 2.5 6.7 4.2 1.4

本数

４区

108 186 299

１区

102

２区 ３区

主系統名 副系統名
＊ 伐採日

球果採取日

採取球果数

(個)

採取種子量

(g)

種子量(g)

/球果
100粒重(g) 発芽率 備考

Y0001 Y0024.Y0739 12月1日 12月10日 1217 287 0.24 0.75 34% 球果開裂

Y0002 11月23日 11月27日 1654 865 0.52 0.66 38%

Y0005 Y0004 11月24日 11月29日 972 396 0.41 0.71 19% 球果開裂

- - - 112 - - -

1660

球果乾燥：球果を紙袋に入れて40℃送風乾燥機で２日から５日間乾燥処理。

＊：副系統は伐採・集積場所が近く混在している可能性のある系統名

混合

合計
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写真-１２ 庄原コウヨウザン林 

は 

じ 

め 

に 

特 

徴 

施

業

体

系 

獣

害

防

除 

事

例 

2６ 



 

 
写真-１３ 伐株更新の状況 
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写真-１４ シードトラップの設置状況 
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③コウヨウザン採種園  

 

ここでは整備中の採種園の状況と今後の採種園強化の方向性を紹介しま

す。 

【高平採種園の状況】 

図-１３に高平採種園（0.3ha）の配植図を示します。この採種園では広

島県内のコウヨウザン林等から選抜した 25 系統を植栽しています。 

 

 

 

 

高平採種園は、2016 年農林水産業みらいプロジェクト助成事業で一般社

団法人広島県森林整備農業振興財団が広島県三次市十日市町林業技術センタ

ー高平施設内の 0.3ha に平成 29 年～30 年にかけて造成、植栽を行ったも

のです。 

植栽した系統は、庄原市川北町の八谷氏林分の 97 系統から選抜した 22

系統と、広島県内の 18 か所 19 系統から選抜した３系統の計 25 系統で

す。母樹が大木であったため、挿し木苗の育成等が難航し、令和６年度に

（国研）森林総合研究所林木育種センターからのクローン苗の提供を受けて

追加植栽を行っています。 

植栽後、下刈り等の管理を行い、令和６年３月に樹高が２ｍ超の個体は

1.5ｍの高さで断幹を実施しました。令和 7 年 1 月 23 日時点の状況は写真-

１５に示す通りです。 

令和５年冬季から数系統において雄花の着生が観察され、唯一Ｙ0745 で

は雌花の着生が見られました。（写真-16，17） 

 

図―1 コウヨウザン採種園配植図 

広島県コウヨウザン　採種園配置図
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写真-１６ 雌花(2025 年 1 月 23 日) 

写真-１７ 雄花(2025 年 1 月 23 日) 

写真-１５ 高平採種園(2024 年 1 月 23 日) 
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【採種園強化の取り組み】 

高平採種園は広島県内の系統から造成した採種園のため、遺伝的な多様性

が低くなっており、今後は優良遺伝資源を広く集めて強化する必要がありま

す。国内には庄原市の林分以外にもコウヨウザン林分が存在し、（国研）森林

総合研究所林木育種センターが優良系統を収集しています。 

そこで、将来的に林木育種センターから県外の優良系統を導入することを

想定して庄原系統の更なる絞り込みを行いました。 

庄原林分のコウヨウザンの中から、遺伝系統の明らかな 775 本の樹高、

胸高直径データを分析して、胸高直径 27cm 以上若しくは樹高が 24ｍ以上

の 328 個体の材質を FAKKOP で計測しました。この FAKKOP で計測し

た材質データと樹高・胸高直径データを基に材質と成長に優れていると考え

られる優良系統（表-８）を選抜しました。 

 

表-８ 新たに絞り込んだ 13 系統 

材質と成長に

優れた系統 

Y0001、Y0002、Y0004、

Y0005、Y0007、Y0010、

Y0012、Y0023、Y0024、

Y0028、Y0047、Y0084、

Y0159、 

 

今回の絞り込み結果は今後、高平採種園の改良や新規採種園の造成に活か

してゆく予定です。 
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